
 
 

令和５年度 第２回北山公園整備計画意見交換会次第 
 

日時：令和５年９月９日（土） 
午前１０時から１２時 

場所：市民センター２階第６会議室 
 
１．開会   
 
２．議題 
 
（１）令和５年度事業（報告）                    １０：００ 
   ・施設整備事業（木道補修、その他） 
   ・水田運営事業 
   ・外来種防除事業 
   ・その他  
     北山公園トウキョウダルマガエル等生息市民調査（５月２７日（土）） 

北山公園いきもの探し（６月３日（土）、４日（日）） 
（菖蒲まつり期間６月３日（土）～１８日（日）内） 

第２６回北山わんぱく夏まつり（８月６日（日）） 
 

 
（２）北山公園施設改修基本設計について（報告）           １０：３０ 

・第 1 回意見交換の振り返り 
・基本計画の振り返り 
・基本設計検討にあたっての視点 
・整備案の提示 

 
 
（３）保生橋上流の魚道工について（報告）              １１：３０ 
       
 
３．その他 
   令和５年度 北山公園整備計画意見交換会開催日程 
   ・第３回：令和６年２月１０日（土） 午前１０時から 

 市民センター２階 第６会議室 
 
 
４．閉会 



（1）令和 5 年度事業（報告） 
 ・施設整備事業（木道補修、その他）、水田運営事業、外来種防除事業、 
  その他（北山公園トウキョウダルマガエル等生息市民調査、北山公園いきもの探し、 
  第 26 回北山わんぱく夏まつり）について、概要を説明した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和5年度事業の概要

水田運営
休耕田（令和5年度）

木道各所補修
（令和５年度）

ナラ枯れ他樹木
（令和5年度予定）

給水ポンプ設置
（令和5年度）



令和5年度 北山公園 水田運営事業
〇令和5年度 実施状況（ボランティアの皆さんとの協働のもと実施）

項目 日にち 時間 備考
1.水田ボランティア募集 3/1(水)〜

3/24（金）
ー 令和５年度新規ボランティア募集

2.荒起こし①・オリエンテーション 4/11(火) 9:00〜15:00 新規ボランティア説明会
年度初めのオリエンテーション

3.荒起こし② 4/25（火） 9:00〜15:00 レンゲ刈り

4.種もみ消毒 5/2（火） 9:00〜12:00
5.種まき 5/9（火） 9:00〜12:00
6.荒起こし③・代かき 5/16（火） 9:00〜15:00
7.苗の成長確認 5/23（火） 9:00〜10:00
8.田植え 6/6（火） 9:00〜15:00
9.草取り①・ミーティング 6/20（火） 9:00〜12:00 前半作業の振り返り
10.草取り② 7/4（火） 9:00〜12:00
11.草取り③ 7/18（火） 9:00〜12:00
12.ミーティング・後半作業準備 9/5（火） 9:00〜12:00

以下今後の予定
13.稲刈り・稲架架け 10/3（火） 9:00〜15:00 1日ボランティア募集

14.脱穀・籾摺り・精米 11/7（火） 9:00〜16:00 1日ボランティア募集

15.ミーティング 12/5（火） 10:00〜12:00 ふりかえり・次年度に向けて



〇主な活動の様子
種まき・苗床作り

5/9（火）9：00〜12：00
参加者：ボランティア11名、スタッフ2名

・苗床作り

令和4年と令和5年の変更点

・種まき

草取り
6/20（火）9:00〜14:00

参加者：ボランティア11名、スタッフ3名

・ボランティアを公募
・米の種類をマンゲツモチ（もち米）からキヌヒカリ（うるち米）
に変更

・稲刈り作業と脱穀作業日に1日ボランティアを募集予定

・草取り ・草取り

田植え
6/6（火）9:00〜15:00

参加者：ボランティア15名、スタッフ4名

・田植え ・水中ポンプで強制排水

荒起こし・オリエンテーション
4/11（火）9：00〜15：00

参加者：ボランティア21名、スタッフ2名

・荒起こし作業・ボランティア説明会





令和5年5月27日（土）北山公園　トウキョウダルマガエル等生息市民調査

トウキョウダルマガエル シュレーゲルアオガエル

調査の様子

調査方法：番号分けされたエリアで鳴き声が聞こえたカエルの数をカ

ウントする。集計後、各エリアで一番数が大きい値を正と

する。

（例）エリア1でトウキョウダルマガエルの声を聞いた

人が3人いて、それぞれの人が聞こえた数が3匹、

1匹、2匹の場合⇒エリア1には3匹いたとカウン

トする。

調査対象：トウキョウダルマガエル、シュレーゲルアオガエル

参加者：14名

結果（下図参照）：トウキョウダルマガエル36匹

シュレーゲルアオガエル６匹

環境省レッドリスト：準絶滅危惧種

東京都レッドリスト：絶滅危惧Ⅰ類

１年中田んぼなど水辺にすみ小動物を食べる。ゲ

ゲゲゲと鳴く。

東京都レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類

田んぼなどに産卵するが草地や低木上で見かける。

ケロロロと鳴く。

本調査は北川かっぱの会と東村山市が協働で実施しました。



令和5年６月３日（土）、４日（日）北山公園いきもの探し

トウキョウダルマガエル シュレーゲルアオガエル

イベントの様子

調査方法：番号分けされたエリアにて、カエル

は鳴き声が聞こえたら、トンボ類は

姿を見つけることが出来たら、その

エリアにチェックをつける。

調査対象：トウキョウダルマガエル、シュレーゲ

ルアオガエル、トンボ類（10種類）

参加者：７０名

結果（下図参照）：●（まる）の大きさが大き

いほど、そのエリアでたく

さんの人がいきものを見つ

けています。

6/3～18に開催された菖蒲まつ

りにて、北川水族館と同じブース

で実施しました。

シオカラトンボ

本イベントは北川かっぱの会と東村山市が協働で実施しました。



（2）北山公園施設改修基本設計について（報告） 

 ・第 1 回意見交換の振り返り、基本計画の振り返りを行った後、 
基本設計検討にあたっての視点、整備案の提示について、報告、説明を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（ ２ ） 北山公園施設改修基本設計について

１ ） 第 1 回意見交換の振り 返り
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基本計画のゾーニング概念図基本計画のゾーニング概念図基本計画のゾーニング概念図 基本計画の動線シス テム図基本計画の動線シス テム図基本計画の動線シス テム図

○基本方針

○基本計画平面図

２ ） 基本計画の振り 返り
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現況測量

○現況測量（ 地形・ 高さ ・ 樹木位置） をも と に、 施設配置・ 園路線形・ 造成高の見直し

利用

○日常利用（ 動線・ 休憩）
・ 日常の利用や維持管理のし やすさ を考慮し た、 園路幅員や木道の位置・ 構造
・ 北山公園なら ではの景観を楽し める 場所など への休憩施設の配置

○こ ど も の遊び
【 水路】 生き 物に親し む場と なる 親水空間づく り

○田んぼ活動
・ 水田規模に対応する 、 ボラ ンティ ア活動がし やすいス ペース ・ 施設の配置
【 活動・ 作業ス ペース 】 水田周辺で各種農作業ができ る ス ペース の確保
【 給水設備】 活動し やすい整備（ 給水設備、 洗い場など ）
【 道具倉庫】 運営を踏ま えた設置場所、 規模、 景観配慮　 など

○いき も の関連活動
・ 現在と 同様に、 入口広場・ 管理棟を拠点と し た、 よ り 活動し やすい環境づく り
【 管理棟と 周辺】 イ ベント 時に北川と 一体的に使える 建物配置や建物内・ 周辺の空間づ

く り 、 道具類を 収納する 倉庫の確保
【 北川】 魚が隠れる 場所の整備を 検討

○菖蒲ま つり
・ 視点場や見所を おさ えた回遊し やすい鑑賞ルート の設定
・ 管理棟が持つ、 鑑賞時の「 拠点」「 視点場」 機能を 継承

景観

○景観上重要な既存樹木の位置を ふま えた施設配置・ 園路線形の見直し
○里山景観を形成する 上で重要な、 外周樹林の保全方針
○入口や視点場の空間づく り 、 休憩施設など の配置

○樹林
・ 樹林に飛来する 鳥類、 生息する 生き も のの生息環境を維持す

る ため、 公園利用と のバラ ンス を 踏ま えた樹林の保全

○草地
・ 生き も のの生息・ 移動環境と なる 、 多様な草丈の草地づく り

生き も の

○水辺環境
・ 水田、 菖蒲田、 湿地、 池、 水路など 、 多様な水辺環境に生息

する 生き も のの生息環境を維持・ 保全し 、 さ ら に向上さ せる
整備・ 管理方法

・ 各種水辺環境や草地・ 樹林など が連続する 空間づく り
・ 生き も のが年間を通し て生息でき る 環境づく り
【 水路】 通年で水が流れる 仕組みづく り
【 水田・ 菖蒲田】 カエルなど の両生類が産卵、 越冬でき る よ う 、

水田、 菖蒲田の管理と のバラ ンス を図り ながら 、 部分的に通
年で水が溜ま っ ている 環境づく り

【 西側湿地】 多様な生き も のの生息・ 移動環境を確保する 、水路、
湿地、 草地、 樹林が連続する エコ ト ーンづく り

【 し ょ う ちゃん池・ 湿地】 多様な生き 物や植物の生息・ 生育環境、
移動し やすい環境と なる よ う 、 現況課題を 改善する エコ アッ
プの方策
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○水辺環境
・ 水田、 菖蒲田、 湿地、 池、 水路など 、 多様な水辺環境に生息

する 生き も のの生息環境を 維持・ 保全し 、 さ ら に向上さ せる
整備・ 管理方法

・ 各種水辺環境や草地・ 樹林など が連続する 空間づく り
・ 生き も のが年間を 通し て生息でき る 環境づく り
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する 生き も のの生息環境を 維持・ 保全し 、 さ ら に向上さ せる
整備・ 管理方法

・ 各種水辺環境や草地・ 樹林など が連続する 空間づく り
・ 生き も のが年間を 通し て生息でき る 環境づく り

○草地
生き も のの生息・ 移動環境と な
る 、 多様な草丈の草地づく り

○草地
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３ ） 基本設計検討にあたっての視点
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○ゾ ーニング計画

基本計画のゾ ーニングの考え方を踏襲し 、 一部見直し を 行い、 9 つのゾ ーンを 設定。 　 ※青字： 基本計画から の変更箇所

・ ④林縁ゾ ーン内に既存湿地を中心と し た「 エコ ト ーンエリ ア」 と 「 水路の親水エリ ア」 を 新たに位置づけ。

・ 基本計画の⑦湿地ゾ ーンを 、「 池・ 湿地」「 バッ ク ヤード 」「 樹林」 ゾーンに分けて設定。

八国山緑地

北山小学校
東村山駅方向

入口広場

親水広場

湿地
し ょ う ちゃん池

③水田ゾ ーン

樹林

樹林

樹林

②菖蒲田ゾ ーン

草地広場

⑧文化・ 教育ゾーン

④林縁ゾ ーン

⑥樹林ゾ ーン

⑤親水ゾ ーン

①エン ト ラ ン ス ゾ ーン

⑦池・ 湿地ゾ ーン

エコ ト ーン エリ ア

水路の親水エリ ア

草地エリ ア

⑧バッ ク ヤード ゾ ーン

⑨樹林ゾ ーン

公園のエント ラ ンス と し て、 来園者を里山の

風景が広がる 入口広場で迎え入れ、 市民活動

の拠点と なる ゾーン
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風景が広がる 入口広場で迎え入れ、 市民活動

の拠点と なる ゾーン

動植物の生息環境であり 、 公園の林

縁を構成する 景観的に重要な樹林を

健全な状態で保全する ゾーン。

動植物の生息環境であり 、 公園の林
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ゾーン。 北川に近づける 親水空間。
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構成する 景観的に重要な樹林を健全な状

態で保全する ゾーン。 北山小学校と 連携

し た学習林と し ても 活用する 。
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都心部で最多を誇る 約 600 品種の菖蒲を

保全し 、 菖蒲等の植物を眺める 視点場や

シーク エンス に配慮し た動線を確保し た

水生植物を楽し むう ゾーン。
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シーク エンス に配慮し た動線を確保し た

水生植物を楽し むう ゾーン。

里山景観をつく り 、生き も のの生息環境にも

なっている 、 市内でも 数少ない水田を保全し 、

農体験･活動を展開する ゾーン。
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サク ラ やウ メ 、 アジサイ 、 ス イ セン、 ヒ ガンバナ

等の季節を彩る 林縁の植物を保存し 、 彩り 豊かな

空間に子供の遊び場を配置し た林縁ゾーン。

サク ラ やウ メ 、 アジサイ 、 ス イ セン、 ヒ ガンバナ
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基本計画のゾーニング概念図基本計画のゾーニング概念図基本計画のゾーニング概念図

広い開放水面と 抽水湿性植物帯のある 通

年水がある 環境を活かし 、 よ り 動植物が

生息し やすい環境を創出する ゾーン。
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管理者用ス ペース と 菖蒲の希少種 +
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水路・ 湿地・ 草地・ 樹林が

つながる エコ ト ーン空間

水路・ 湿地・ 草地・ 樹林が

つながる エコ ト ーン空間

水路・ 湿地・ 草地・ 樹林が

つながる エコ ト ーン空間

樹林散策エリ ア
既存の樹林の中で、 五感を使っ

て季節の樹々の変化や地形を

体感でき る 遊び場と 散策空間。

既存の樹林の中で、 五感を使っ

て季節の樹々の変化や地形を

体感でき る 遊び場と 散策空間。

既存の樹林の中で、 五感を使っ

て季節の樹々の変化や地形を

体感でき る 遊び場と 散策空間。

こ ども たちが水路に入り 水

遊びでき る 空間

こ ども たちが水路に入り 水

遊びでき る 空間

こ ども たちが水路に入り 水

遊びでき る 空間

こ ども たちが草地に生息する

生き も のと ふれあえる 空間

こ ども たちが草地に生息する

生き も のと ふれあえる 空間

こ ども たちが草地に生息する

生き も のと ふれあえる 空間

たいけんの里や北山小学校と 連携を図り 、 学習の

場や市民活動の場を補完し 、 歴史文化資源や環境

資源を活かし た学びのゾーン。

たいけんの里や北山小学校と 連携を図り 、 学習の

場や市民活動の場を補完し 、 歴史文化資源や環境

資源を活かし た学びのゾーン。

たいけんの里や北山小学校と 連携を図り 、 学習の

場や市民活動の場を補完し 、 歴史文化資源や環境

資源を活かし た学びのゾーン。

４ ） 整備計画案の提示
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S＝1/1500（ A3）S＝1/1500（ A3）S＝1/1500（ A3）

関場橋入口関場橋入口関場橋入口

管理棟管理棟管理棟

し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池

あつま り 広場

( 草地 )

あつま り 広場

( 草地 )

あつま り 広場

( 草地 )

湿地湿地湿地

湿地湿地湿地

草地広場草地広場草地広場水路親水

エリ ア

水路親水

エリ ア

水路親水

エリ ア

菖蒲バッ ク

ヤード

菖蒲バッ ク

ヤード

菖蒲バッ ク

ヤード

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

四阿四阿四阿

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

水田水田水田

水田水田水田
水田水田水田

水田水田水田

既存樹林既存樹林既存樹林

既存樹林既存樹林既存樹林

既存樹林既存樹林既存樹林

親水広場親水広場親水広場

草地広場草地広場草地広場

北川北川北川

水田水田水田

善行橋入口善行橋入口善行橋入口

至 八国山入口至 八国山入口至 八国山入口

入口広場入口広場入口広場

○動線計画

・ 3 箇所の入口ど う し や管理棟、 各広場を ス ムーズにつなぐ 、 利用し やすい動線（ 園路） を整備。

・ 管理用車両が園内を 周回でき る 、 幅員 3ｍ程度の園路を 整備。

・ 花菖蒲の鑑賞動線は、 順路を 限定せず、 楽し み方や時間に合わせて来園者がルート を 選択でき る よ う 、 園路・ 木道をス ムーズにつなげる 。

　 既存の木道基礎を 活かし て舗装園路に転用し 、 部分的に木道を 新設。

主動線

管理車両動線

菖蒲鑑賞ルート 例

2023.09.09
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関場橋入口関場橋入口関場橋入口

入口広場入口広場入口広場

し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池

あつま り 広場

( 草地 )

あつま り 広場

( 草地 )

あつま り 広場

( 草地 )

湿地湿地湿地

湿地湿地湿地

草地広場草地広場草地広場水路親水

エリ ア

水路親水

エリ ア

水路親水

エリ ア

菖蒲バッ ク

ヤード

菖蒲バッ ク

ヤード

菖蒲バッ ク

ヤード

維持管理用倉庫・

休憩ス ペース 候補地

維持管理用倉庫・

休憩ス ペース 候補地

維持管理用倉庫・

休憩ス ペース 候補地

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

四阿四阿四阿

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

水田水田水田

水田水田水田
水田水田水田

水田水田水田

西側線路沿い樹林西側線路沿い樹林西側線路沿い樹林

野草植栽
野草植栽
野草植栽

菖蒲田

( 通年潅水）菖蒲田

( 通年潅水）菖蒲田

( 通年潅水）

草地草地草地

樹林地
樹林地
樹林地

北川南側樹林北川南側樹林北川南側樹林

竹林（ 市有地）竹林（ 市有地）竹林（ 市有地）

屋敷林（ 民有地）屋敷林（ 民有地）屋敷林（ 民有地）

東側樹林東側樹林東側樹林

親水広場親水広場親水広場

草地広場草地広場草地広場

北川北川北川

水田水田水田

水田用水路
水田用水路
水田用水路

水
田

用
水

路

水
田

用
水

路

水
田

用
水

路

水
田

用
水

路

水
田

用
水

路

水
田

用
水

路

沈砂池沈砂池沈砂池

菖
蒲

田
用

水
路

菖
蒲

田
用

水
路

菖
蒲

田
用

水
路

菖蒲田用水路

菖蒲田用水路

菖蒲田用水路

善行橋入口善行橋入口善行橋入口

至 八国山入口至 八国山入口至 八国山入口

管理棟管理棟管理棟

S＝1/1500（ A3）S＝1/1500（ A3）S＝1/1500（ A3）

○水路
・ 大関橋ポンプを冬期 (10-4 月 ) 稼働さ せ、 通年水が流れる 環境をつく る 。

・ 水田に水を供給する 水路は、 漏水し づら い U 型側溝ブロ ッ ク など を用いた構造

と する

・ 菖蒲田に水を供給する 水路は、 多自然型の構造と する

○水路
・ 大関橋ポンプを冬期 (10-4 月 ) 稼働さ せ、 通年水が流れる 環境をつく る 。

・ 水田に水を供給する 水路は、 漏水し づら い U 型側溝ブロ ッ ク など を用いた構造

と する

・ 菖蒲田に水を供給する 水路は、 多自然型の構造と する

○水路
・ 大関橋ポンプを冬期 (10-4 月 ) 稼働さ せ、 通年水が流れる 環境をつく る 。

・ 水田に水を供給する 水路は、 漏水し づら い U 型側溝ブロ ッ ク など を用いた構造

と する

・ 菖蒲田に水を供給する 水路は、 多自然型の構造と する

景観上重要な既存樹木 ( ケヤキ・ モミ ジ・ 入口部
のサク ラ ・ ハナキササゲなど ) を 保存し 、 園路や
管理棟など を 配置

景観上重要な既存樹木 ( ケヤキ・ モミ ジ・ 入口部
のサク ラ ・ ハナキササゲなど ) を 保存し 、 園路や
管理棟など を 配置

景観上重要な既存樹木 ( ケヤキ・ モミ ジ・ 入口部
のサク ラ ・ ハナキササゲなど ) を 保存し 、 園路や
管理棟など を 配置

○水田・ 菖蒲田
・ カエルなど の両生類が産卵・ 越冬

でき る よ う 、 水田、 菖蒲田の管理
と のバラ ンス を図り ながら 、 部分
的に通年で水が溜ま っている 環境
をつく る 。

○水田・ 菖蒲田
・ カエルなど の両生類が産卵・ 越冬

でき る よ う 、 水田、 菖蒲田の管理
と のバラ ンス を図り ながら 、 部分
的に通年で水が溜ま っている 環境
をつく る 。

○水田・ 菖蒲田
・ カエルなど の両生類が産卵・ 越冬

でき る よ う 、 水田、 菖蒲田の管理
と のバラ ンス を図り ながら 、 部分
的に通年で水が溜ま っている 環境
をつく る 。

○東側樹林
・ ナラ 枯れ被害木は順次伐採。
・ ケヤキの大径木や下層のシラ カシ・ ス

ダジイ 等を育成し 、 常緑・ 落葉広葉樹
混交の屋敷林的環境を維持する 。

・ 線路沿いのト ウ ネズミ モチ列植は伐採
する 。

・ メ タ セコ イ アは保存。 樹高を抑制する 。

○東側樹林
・ ナラ 枯れ被害木は順次伐採。
・ ケヤキの大径木や下層のシラ カシ・ ス

ダジイ 等を育成し 、 常緑・ 落葉広葉樹
混交の屋敷林的環境を維持する 。

・ 線路沿いのト ウ ネズミ モチ列植は伐採
する 。

・ メ タ セコ イ アは保存。 樹高を抑制する 。

○東側樹林
・ ナラ 枯れ被害木は順次伐採。
・ ケヤキの大径木や下層のシラ カシ・ ス

ダジイ 等を育成し 、 常緑・ 落葉広葉樹
混交の屋敷林的環境を維持する 。

・ 線路沿いのト ウ ネズミ モチ列植は伐採
する 。

・ メ タ セコ イ アは保存。 樹高を抑制する 。

○北川南側樹林
・ 樹林に飛来する 鳥類、 生息する 生き も の

の生息環境の維持と 樹林の持続性、 管理
のバラ ンス を踏ま え、 樹林を 保全する 。

・ 東側市有地は竹林を 維持する 。
・ 西側民有地は屋敷林的環境を 維持する 。
・ 公園内から の「 緑で囲われた里山景観」

を つく る 樹林と し ての役割を 維持する 。

○北川南側樹林
・ 樹林に飛来する 鳥類、 生息する 生き も の

の生息環境の維持と 樹林の持続性、 管理
のバラ ンス を踏ま え、 樹林を 保全する 。

・ 東側市有地は竹林を 維持する 。
・ 西側民有地は屋敷林的環境を 維持する 。
・ 公園内から の「 緑で囲われた里山景観」

を つく る 樹林と し ての役割を 維持する 。

○北川南側樹林
・ 樹林に飛来する 鳥類、 生息する 生き も の

の生息環境の維持と 樹林の持続性、 管理
のバラ ンス を踏ま え、 樹林を 保全する 。

・ 東側市有地は竹林を 維持する 。
・ 西側民有地は屋敷林的環境を 維持する 。
・ 公園内から の「 緑で囲われた里山景観」

を つく る 樹林と し ての役割を 維持する 。

○西側線路沿い樹林
・ ナラ 枯れ被害木は順次伐採。
・ 斜面部はシラ カシ・ ス ダジイ を育生し 常緑

広葉樹林へと 移行し ていく

・ 遊びと 林床植生保護の区域を区切る

・ 平場部は、 落葉広葉樹林を維持する

・ 水田側の土手部に林縁性の野草を植栽

○西側線路沿い樹林
・ ナラ 枯れ被害木は順次伐採。
・ 斜面部はシラ カシ・ ス ダジイ を育生し 常緑

広葉樹林へと 移行し ていく

・ 遊びと 林床植生保護の区域を区切る

・ 平場部は、 落葉広葉樹林を維持する

・ 水田側の土手部に林縁性の野草を植栽

○西側線路沿い樹林
・ ナラ 枯れ被害木は順次伐採。
・ 斜面部はシラ カシ・ ス ダジイ を育生し 常緑

広葉樹林へと 移行し ていく

・ 遊びと 林床植生保護の区域を区切る

・ 平場部は、 落葉広葉樹林を維持する

・ 水田側の土手部に林縁性の野草を植栽

○し ょ う ちゃん池・ 湿地
・ 多様な生き 物・ 植物が生息、 移動し やすい環境をつく る 。（ 池内に

水生植物帯や浅場をつく る など）
・ 開放水面と 湿地（ ヨ シ・ オギ原） へと 続く ヨ シの抽水植物帯（ エコ

ト ーン） を維持する 。
・ かいぼり を実施し 、 池内の構造・ 設備等を把握する 。
・ 湿地は、 水深の確保やヨ シ・ オギ刈り 取り など の陸化対策を行い、

園内随一の抽水湿性植物帯を維持する 。

○し ょ う ちゃん池・ 湿地
・ 多様な生き 物・ 植物が生息、 移動し やすい環境をつく る 。（ 池内に

水生植物帯や浅場をつく る など）
・ 開放水面と 湿地（ ヨ シ・ オギ原） へと 続く ヨ シの抽水植物帯（ エコ

ト ーン） を維持する 。
・ かいぼり を実施し 、 池内の構造・ 設備等を把握する 。
・ 湿地は、 水深の確保やヨ シ・ オギ刈り 取り など の陸化対策を行い、

園内随一の抽水湿性植物帯を維持する 。

○し ょ う ちゃん池・ 湿地
・ 多様な生き 物・ 植物が生息、 移動し やすい環境をつく る 。（ 池内に

水生植物帯や浅場をつく る など）
・ 開放水面と 湿地（ ヨ シ・ オギ原） へと 続く ヨ シの抽水植物帯（ エコ

ト ーン） を維持する 。
・ かいぼり を実施し 、 池内の構造・ 設備等を把握する 。
・ 湿地は、 水深の確保やヨ シ・ オギ刈り 取り など の陸化対策を行い、

園内随一の抽水湿性植物帯を維持する 。

○バッ ク ヤード
・ 菖蒲田のバッ ク ヤード を湿地の北側に整備。
・ 維持管理用倉庫・ 休憩ス ペース の整備を検討。

○バッ ク ヤード
・ 菖蒲田のバッ ク ヤード を湿地の北側に整備。
・ 維持管理用倉庫・ 休憩ス ペース の整備を検討。

○バッ ク ヤード
・ 菖蒲田のバッ ク ヤード を湿地の北側に整備。
・ 維持管理用倉庫・ 休憩ス ペース の整備を検討。

○西側湿地周辺　 エコ ト ーンエリ ア
・ 西側の樹林から 、草地～湿地～菖蒲田～水路へと 、陸域から 水辺につながる エコ ト ーンをつく り 、

草地性の昆虫、 陸域と 水辺を行き 来する カエル類等の生息に適し た環境を維持する 。

○西側湿地周辺　 エコ ト ーンエリ ア
・ 西側の樹林から 、草地～湿地～菖蒲田～水路へと 、陸域から 水辺につながる エコ ト ーンをつく り 、

草地性の昆虫、 陸域と 水辺を行き 来する カエル類等の生息に適し た環境を維持する 。

○西側湿地周辺　 エコ ト ーンエリ ア
・ 西側の樹林から 、草地～湿地～菖蒲田～水路へと 、陸域から 水辺につながる エコ ト ーンをつく り 、

草地性の昆虫、 陸域と 水辺を行き 来する カエル類等の生息に適し た環境を維持する 。

AA

AA

■　 整備計画平面図（ 案）

菖蒲田菖蒲田菖蒲田菖蒲田
（ 通年潅水）

菖蒲田
（ 通年潅水）

菖蒲田
（ 通年潅水）

水路水路水路
園路園路園路

木道木道木道

草地草地草地樹林地樹林地樹林地 菖蒲田菖蒲田菖蒲田湿地湿地湿地

A-A  計画断面図　 S＝1/400A-A  計画断面図　 S＝1/400A-A  計画断面図　 S＝1/400
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（3）保生橋上流の魚道工について（報告） 

・道路河川課より報告。 
  保生橋と西武園線の鉄橋の間に施工を予定している魚道工について 

説明・報告を行った。 
  本魚道については、西武園線の鉄橋への影響を考慮し、西武園線鉄橋部に位置する落差

工を撤去するのではなく、落差工の下流側に魚道を接続する形で工事を行う。また、本
魚道工事においては、善行橋部の魚道工で使用した布製型枠工法を採用するほか、善行
橋魚道工と同様に、水流の前面に玉石を配置し、その背面に穴をあけて小魚が一時的に
休めるようなスペースを設ける形としている。 
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